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【緒言】本研究室では，水酸化カリウムを用いたアルカリ賦活法により，ミクロ孔の発達した高

比表面積を有する籾殻由来ナノポーラスカーボンの合成が可能である．ミクロ孔のような空間に

おいては，ミクロ孔充填現象により，吸着分子が細孔内へと凝集・充填される 1)．これまで，こ

のような現象を利用し，1.0 MPa以下の条件における吸着実験によって，ナノポーラスカーボンの

CO2と CH4吸着挙動について調査を行い，CO2吸着能力は CH4吸着能力の 2 倍程度であると報告

した 2)．本研究では，1.0 MPa よりも高い圧力領域におけるナノポーラスカーボンの CO2，CH4吸

着挙動について調査した． 

【実験方法】原料となる籾殻炭に，水酸化カリウムを用いたアルカリ賦活を行うことによって，

ナノポーラスカーボンを合成した．合成した試料は，1.0-1.2 nm付近の細孔が発達したミクロ孔構

造を有し，比表面積と全細孔容積は 2220 m
2
/g，1.67 cm

3
/gであった．試料による CO2，CH4吸着

量の測定は Fig. 1 に示すような前室と試料セルから構成されるジーベルツ型装置を用いた．試料

の導入量は 0.5 g，脱ガス処理の条件は 150 ℃，1.5 hとした．吸着量の測定は，CO2，CH4導入圧

力 1.25，1.5，2.0，2.5 MPa，温度 293 Kの条件で行った． 

【結果と考察】Figure 2に導入圧力 1.0 MPa以下 2)と本実験の 1.0 MPa以上における CO2，CH4の

吸着量測定結果を示す．CO2の吸着量は平衡圧力の増加とともに 4.38-16.5 mmol/に増加した． 

さらに，平衡圧力 1.0 MPa付近に変曲点が存在し，吸着量の増加量が変化する挙動が確認された．

一方，CH4の吸着量は，平衡圧力の増加とともに 2.09-8.23 mmol/gに連続的に増加し，高圧になる

にしたがって吸着量が飽和する傾向が確認された．以上より，ナノポーラスカーボンの CO2，CH4

吸着挙動が異なることが分かった． 
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Fig. 2. Relationship between equilibrium pressure 
Fig. 1. Schematic diagram of Sievertz type apparatus. 

and amount of adsorption of CO2 and CH4 gases. 1) M. M. Dubinin, Chem. Rev., 60 (1960) 235. 

2) 李 観成 他，日本セラミックス協会 2014年年会，(2014) 1B17 
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